
１．新庁舎のコンセプトについて ２．新庁舎の立地について

　（１）コンセプトの構成

基本構想では 「庁舎 と まち との関係性」 を加味して立地を検討

　　　○円滑な災害対応が可能か。

　○「市民」を中心に位置付けたもの。

　○時間軸（過去，現在，未来，等）や状況（平常時，災害時，等）を考慮したもの。

　　　○まちの賑わいの維持等につながるか。

３．新庁舎の事業手法について

　○維持管理を含むライフサイクルでのコスト削減を念頭に置きつつ，職員の働き方や庁舎の使い

　　 方の変化を考慮したもの。

　　 長寿命化への配慮やＩＣＴ技術の活用等。

　　○災害対応や将来にわたる維持管理等の，運用上のメリット・デメリット。

【 利便性・環境配慮 】
　　○本庁舎を使いながらの整備の可否と，それによる災害対策機能や来庁者利便性等の維持の可否。

　○利用者のわかりやすさ・使いやすさへの配慮と，環境への配慮を踏まえたもの。

　　 ユニバーサルデザインや自然エネルギーの活用等。
　　○維持管理コストを含む，財政上のメリット・デメリット。

　　○事業の長期化の可能性の有無や本庁舎の耐用限界の超過リスクの有無。
【 持続性（経済性・生産性・柔軟性）】

　○「まちの賑わい」及び「幅広い協働」の視点と，庁舎との関係性を踏まえたもの。

 　　イベントスペース等の設置等。
　　昨年度までの検討結果を踏まえ，論点や内容を次のとおり整理した。

　【 共 通 理 念 】 
　　○公共交通機関を利用した，高い利便性があるか。

　　　○工事中の機能維持や利便性等の確保はできるか。

　　○まちの賑わいの維持等につながるか。

【 災害対応・危機管理 】
　　○用地取得や代替公園整備のコストが生じるか。 　　　○用地取得や代替公園整備のコストが生じるか。

　○東日本大震災の被災経験や災害時における庁舎の役割を踏まえたもの。

　　 災害対策本部の復帰等。

【 まちづくり（賑わい・協働）】

共　通

理　念

「現庁舎敷地での建て替えが望ましい」

 全市的な「エリア」としての論点等

　（２）コンセプトそれぞれの論点等 　　○円滑な災害対応が可能か。 　 エリア内部の「庁舎敷地」としての論点等

○確実性が高く，早期の建て替えが可能　　○手法によっては仮移転の最小化が可能　　○財政負担が最も軽い
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　新庁舎のコンセプト，立地，事業手法について

　　昨年度までの検討結果を踏まえ，論点や内容を次のとおり整理した。 　　昨年度までの検討結果を踏まえ，論点や内容を次のとおり整理した。

　昨年度までの本市の検討結果 ・・・ 庁舎の 「建設」 を中心としたもの

【災害対応・危機管理】 

に関する内容 

【まちづくり（賑わい・協働）】 

に関する内容 

【利便性・環境配慮】 

に関する内容 

【持続性（経済性・生産性・柔軟性）】 

に関する内容 


